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学習者の中で 
知識の機能化を図る。 

前提 

目的 定義 

科学の 

目的 

科学活用の 展開 

哲学 

科学の組み立て方、科学の
組み合わせ方等々を、知識
供与と共にトレーニングする。 

伝達領域 
伝達目的を区分する。 知識供与 知識活用 知識適応 知識生産 知識創造 

専門知識 

周辺知識 個人の知識体系化 

一般学習 
業務学習 

育成＆個人学習 

研究 

知識資源の獲得 

学習＆思考支援 ＯＪＴｏｒ協働 伝達＆トレーニング 

学習者の知識体系化が始まる 

基礎知識 

基本知識 

知識生産・創造は出来ない者も多い。 

●学校教育は知識供与から始まって、知識供
与で終わる。知識供与以外に何もない。（あっ

てはならないことではあるが。）●社会に出てから
は知識供与だけでなく、できる限り速く知識創
造まで行かねばならない。持てる知識を社会
に向けて活用を試みる。●知識導入から知識
創造までは速くて１年、時間をかけても３年で
行きつけるように試みる。 

できるだけ早い時
期に、学習者の中
に自身の知識体系
構築を促す。 

学習者が将来に活躍してもらうようにするのが教育の目的である。 

教育体系は知識供与の組み立てだけでは不十分である。教育の目的と成果を明らかにして、教育機能を発
揮できるように構造化しなければならない。   はその要素である。 


	教育体系を機能化する要素

